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１ はじめに 

   本校は，生徒数 353人，特別支援学級 10学級

を含む 19 学級の学校である。学校教育目標を

「夢をもち，郷土を愛し，たくましく生きる生

徒の育成」と掲げ，生徒のウェルビーイング向

上のため，学校・家庭・地域・関係機関等と連

携した教育活動に取り組んでいる。 

２ 生徒の実態 

   本校の生徒の実態として，素直で明るく元気

に過ごす姿が見られる。また，学年関係なく仲

の良い様子もうかがえ，他者と協働的に生活す

ることができる。 

  一方で，様々な場面で消極的な様子が見られ，

学習について理解しようとする意欲が低く，学

びが深まらなかったり，主体的な行動ができず

に，基本的な生活習慣が確立しなかったりする

ことが課題である。生徒一人一人が自分という

人間がどのように在りたいのかを考え，よりよ

く生きるために、主体的に行動できる生徒の育

成が必要だと考える。 

３ 主題設定の理由 

   生徒が自分という人間がどのように在りたい

のかを考えるにあたり，まずは多様な視点から

「よく生きる」とはどういうことかを考える必

要がある。がん教育を中心に多様な視点から自

他を見つめ，これからの生き方について主体的

に考えることができるようになれば，本校生徒

の課題の解決に近づくのではないかと考え，主

題を設定した。 

  生き方について考えるにあたり，他者の経験

談を聞くことは大変効果的な活動である。 

そこで，外部講師を招き，体験談を聞くこと

を通して，より具体的に生徒が生き方について

考えることができることを目指していく。 

４ 取組の実際 

⑴ 事前指導 

ア 性に関する学習･･･２年「生命尊重」 

２年生においては，外部講師による授業

の約１ヶ月前に「生命誕生」をテーマに学

年全体で授業を実施した。 

テレビ絵本の「いのちのまつり」を視聴

後，グループに分かれ，「おむつ交換→洗濯

仕事→起き上がり運動→生活動作→掃除仕

事」の妊婦体験を実施した。授業の前に，

命の尊さについて考えを深めた。 

イ いのちの授業（がん教育）の事前授業 

授業は，「事前アンケート」→「がんの基

本知識の授業」→「がん患者さんに聞きた

いことを考える」といった流れで行った。  

基本知識の授業では，がんの種類，生活

習慣との関連，早期発見・早期治療などに

ついて，「調べてみよう！がんのこと」（鹿

児島県保健福祉部健康増進課作成）を活用

して授業を行った。生活習慣のみに意識が

向かないように，原因不明のものも多く，

遺伝によるものもあることも指導した。 

⑵ いのちの授業（がん教育） 

ＮＰＯ法人がんサポートかごしまから講師

を招き，保健体育科の学年全体授業として実

施した。「自分らしく生きるためには，どのよ

うなことを意識したらよいだろうか」をテー

マに授業を行った。 

導入では，講話を聞くための予備知識とし

て，事前授業で確認したがんの基本的な知識

を振り返った。その後，講師から「事前アン

ケートの内容に対する回答」→「旅立った患

者さんの話」→「身近に患者さんがいたらど

う行動するか」→「命と言葉の大切さ」とい

う内容のお話をいただいた。「旅立った患者

さんの話」の際には，既習事項と話の内容と

の関連を意識させるために，生徒のつぶやき

を拾い上げながら，机間指導を行った。 



「身近に患者さんがいたらどう行動するか」

については，生徒同士で意見交換を行い，考

えを深めた。「そっとしておく」や「自分にで

きるサポートを積極的に行う」，「頼られたと

きにはサポートする」など，多様な視点から

の意見交換が行われ，よく生きることについ

て学びが深まった場面であった。 

 

授業では，ワークシート（図２）を活用す

ることで，自分の内面を見つめさせるととも

に，他者の考えに触れ考えを深められるよう

配慮した。 

いのちの授業を通して，がん患者さんの生

き方に触れ，これからの自分の生活に生かせ

ることについて考えることができた。 

⑶ 事後指導 

いのちの授業後，最初の保健体育の時間の

前半に，講師に手紙を書き，その後，自分が

書いたワークシートの内容を見返し，周囲と

もう一度意見交換を行う場を設定した。 

後半は，１・２年次の保健分野で学習した

「心身の発達と心の健康」と「健康な生活と

病気の予防」の内容に触れつつ，自分らしく

生きることについて問いかけた。 

５  成果と課題 

⑴ 成果 

ア 生徒ががん患者さんの思いや考え方に

多面的・多角的に触れることで，自分らし

さについて深い理解をすることができた。 

イ 外部講師を活用することで，教師が生徒

に伝えづらい感情に関することも指導する

ことができ，生徒の深い学びにつながった。 

⑵ 課題 

ア 知識があることが前提となる部分もあ

るため，事前授業から外部講師等と連携で

きるとよいが，時間の確保が必要である。 

イ 学校全体としてがん教育を,さらに推進

するため，校内研修等を計画的に実施する

必要がある。 

６  おわりに 

  学校における様々な場面で学ぶことを関連さ

せて，生き方について考えることは，自分らし

く生きるための土台を作ることにつながる。 

そのため，教科横断的な視点をもちつつ，日

頃の教育活動にあたることが重要であると考え

る。 

今後もがん教育を充実させ，学校・家庭・地

域・関係機関等が連携し，生徒が命の大切さを

理解し,よりよく生きるために主体的に行動で

きるように取り組んでいきたい。 

【自分らしく生きることに関する生徒の記述】 

【図２ ワークシート】 

・生きることは当たり前でないことを意識して生きたい。 

・前向きに自分がしたいことに挑戦し続けたい。 

・個性を大切にする。 

・力強く生きたい。 

・おもしろく生きたい。 

・恥のない生き方で生きたい。 

【図１ 授業の様子】 

【生徒の講師への手紙の内容】 

・私の周囲に困っている人がいたら，話し相手になったり，そ

ばにいたりしたいと思いました。 

・友達をちゃかさずに，思いやりを持って生きたいです。 

・自分や友達が疲れているときこそ，おもしろくしたいと思い

ました。 

・亡くなってしまった人や病気の人に恥じない生き方で生きた

いと思いました。 

・何かをがんばろうとしているなら，悲観せずに生きたいです。 

・無理をせずに，時には休みつつ自分のペースで生きたいです。 


